
入学おめでとう４月７日、町内の小学校で一斉に入学式が行われ、92人の新１年生が桜の校門をくぐりました。

御浜小学校入学式にて
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年中 み かんの とれる 町

サマーフレッシュ
「はっさく」に「なつみかん」を交配してつく
られた御浜町が日本一の生産量を誇る爽やかな
味のみかんです。
花が咲いてから収穫まで１年以上かかり、年中
みかんのとれる町の「アンカー走者」です。
ゴールデンウィーク頃から出荷が始まります
が、この頃には１つの枝に果実と花を同時に見
ることができます。

P u b u l i c  I n f o r m a t i o n  o f  M i h a m a  T o w n
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平成16年度　よ さ ん平成16年度　よ さ ん
平成 16年度の予算状況をお知らせします。

◆一 般 会 計 ◆
平成 16 年度当初予算額 平成 15 年度当初予算額 増　減　額 対前年度比

49 億 2,700 万円 47 億 2,992 万２千円 1 億 9,707 万 8 千円 4.2％増

　※以下、1 万円未満を四捨五入して表記します。

◆特 別 会 計 ・ 企 業 会 計 ◆

特　別　会　計　名 予　　　　算　　　　額 対　前　年　度　比
国 民 健 康 保 険 10 億 4,878 万 3 千円   4.5％ 増
老 人 保 健 12 億 9,676 万 8 千円   9.0％ 増
下 水 道 事 業   1 億 8,355 万 2 千円 25.2％ 増

企 業 会 計 名 収　益　的　収　支 資　本　的　収　支
収　入　額 支　出　額 収　入　額 支　出　額

水　道　事　業 2 億 2,658 万 3 千円 2 億 6,491 万 5 千円 7 億 2,122 万 4 千円 7 億 6,236 万円

 1．歳　入

■地方交付税 ��億�����万円
■町　　　債 �億�����万円
■町　　　税 �億�����万円
■県 支 出 金 �億�����万円
■国庫支出金 �億�����万円
■繰　入　金 �億�����万円
■諸　収　入 �億 �����万円
■分担金及び負担金 �����万円
■地方譲与税 �����万円
■そ　の　他 �億�����万円
　合　　　　計 ��億�����万円

 2．歳　出

■民　生　費 ��億�����万円
■公　債　費 �億�����万円
■衛　生　費 �億�����万円
■総　務　費 �億�����万円
■土　木　費 �億�����万円
■農林水産業費 �億�����万円
■教　育　費 �億�����万円
■消　防　費 �億�����万円
■議　会　費 �����万円
■商　工　費 �����万円
■そ　の　他 ���万円
　合　　　　計 ��億�����万円

○増額の主な要因○
・基金繰入金 (約９千万円増)
・特別交付税の当初予算計上 (約５千万円増)
・町税、地方譲与税、地方消費税交付金、利子割･配当割
・株式等譲渡所得割交付金等一般財源 (約５千万円増)
・志原保育所移転改築事業県負担金 (約１億１千万円増)

○減額の主な要因○
・地方交付税(普通交付税) (約６千万円減)
・臨時財政対策債 (約１億円減)
・国庫補助負担金の一般財源化の影響
　　　　　　　(保育所運営費国庫負担金等） (約６千万円減)

○増額の主な要因○
・志原保育所移転改築事業 (約２億６千万円増) 

○減額の主な要因○
・借換債を除く公債費 (約５千万円減)
・職員人件費 (約５千万円減)
・臨時地方道整備事業債(地方特定道路分)活用事業の完了
　　　　　　－町道市木阿田和線及び奥地線  (約８千万円減)
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平成16年度のおもな"まちづくり"平成16年度のおもな"まちづくり"
◆男女共同参画社会構築の推進

○男女共同参画社会推進事業（72万円 )

◆環境保全の推進

○ごみの減量化･リサイクルの推進･･･廃棄物減量化推進事業（29万円 )　○環境パトロール、河川･
池沼水質検査、畜産環境の監視、臭気･水質検査の実施（92万円 )　○七里御浜クリーン作戦、七里御
浜 G ･ G作戦 (松 200本植栽 )（25万円 )　○小型合併処理浄化槽設置費に対する補助･･･ 76基分（2,780

万円 )　○中山間地域直接支払事業、森林環境創造事業、緑の雇用事業、森林再生 CO2吸収量確保対
策事業による間伐など、農地･森林のもつ多面的かつ公益的機能の増進（3,384万円 )　○クリプトス
ポリジウム等の新たな水質汚染物質に対応するために阿田和浄水場膜ろ過施設を新設するなどの統合
簡易水道事業を実施 (水道事業 )（6億 8,029万円）

◆防災対策の推進

○地震想定を考慮した地域防災計画の見直し（158万円 )　○下市木･志原公民館の耐震診断（164万円 )

○個人住宅耐震診断（98万円 )　○自主防災組織の組織化･資材配備の推進・モデル地域の自主防災組
織育成支援（300万円 )　○地震想定の総合防災訓練や講演会の開催（80万円 )　○防災行政無線個別
受信機の購入及び設置（326万円 )

◆道路網の整備

○市木阿田和線 (下市木稲荷橋 )改良（2億 2,000万円 )　○阪本川瀬線改良･･･H16完成予定（3,000万円 ) 

○大河内線 (神木 )改良･･･ H16完成予定（3,500万円 )　○その他町道改良 24箇所（5,055万円 )

◆高齢者の生きがい対策の推進

○高齢者保健福祉計画の策定に向けた取組み（149万円 )　○ことぶき人材センターの運営委託（344

万円 )　○福祉ボランティア育成支援（303万円 )　○健康づくりと高齢者福祉の増進（1,409万円 ) 

○ふれあいのまちづくり事業（200万円 )　○老人クラブの育成支援（168万円 )、自主運行バスの運
行による移動手段の確保（1,592万円 )　○さぎりの里、なかよしステーション神木の活動による生き
がいづくり（512万円 )

◆子育て環境の整備

○次世代育成支援地域行動計画策定に向けた取り組み（252万円 )　○出産祝金（150万円 )

○志原保育所移転改築事業･･･ H16完成予定（3億 2,158万円）

◆熊野古道世界遺産登録などの推進

○熊野古道 (風伝、横垣峠 )世界遺産登録推進（37万円 )　○世界遺産登録関連イベントの開催（150万円 )

◆柑橘の振興

○柑橘振興事業･･･かんきつ振興プロジェクトとの連携強化を図り、総合的な振興を推進（119万円 )

○柑橘広報事業･･･みかんナイター、市場、地域イベント、オレンジプラザでの消費拡大宣伝（802万円 )

◆農業生産基盤の整備

○農村振興総合整備統合補助事業による ほ場整備 (志原 )、農道、集落道や排水路整備（1億 5,171万円 )

○県営中山間地域総合整備事業による 役所農道 (上野 )などの農道･集落道や用排水路整備（1,950万円 )

※財政状況の詳細については、冊子 ｢ 御浜町の財政 ｣ をホームページに掲載しているほか、総務課にも
　閲覧用を備えつけておりますのでご利用下さい。

†問い合わせ先†　総務課 財政係　３｜０５０５
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税務住民課
税務  3 － 0510
住民  3 － 0512

４月の人事異動により、職員の配置が変わりましたのでお知らせします。

町　長　北裏　公教　　助　役　井ノ本　進　　収入役　藪　 康 道　　教育長　檜 作 　功

企画振興課
 3 － 0507

総合計画、交通施策、情報施策、
広域市町村圏、紀南地域振興、
統計、友好親善交流、商工振興、
企業誘致、雇用対策、観光、
イベント

課長　浦中佳男　参事　後呂剛市
赤直之・西田秀雄・山本幸一郎

業　務
税務業務　町税賦課、町税徴収
住民業務　戸籍、住民基本台帳、
印鑑登録、埋葬許可、母子手帳、
住民相談、コミュニティ、ＮＰ
Ｏ、国民健康保険、国民年金、
交通災害、防犯

課長　梶家佳二
泉基博・東正人・蛇端恵・南和代
松本繁春・林義尊・下川博愛
中門孝至・山本一生・前亘
奥田恭大・下川崇志・松浦豊
仲美咲・南学・辻本淑子

業　務

総　務　課
 3 － 0505

秘書、広報広聴、行政改革、市
町村合併、人事、給与、職員研修、
文書管理、情報公開、選挙、消
防防災、交通安全、財政、財産
管理、入札

課長　中門雅弘　参事　清水恒廣
仲康弘・中村正男・辻郁夫
上野喜一郎・山田一成・鈴木基朗
林健太郎・大野英二・阪口和美
和田康高・榎本和人・西田千賀

業　務

生活環境課
 3 － 0513

廃棄物処理・資源化、公害対策、
自然環境、水質保全、畜犬、
浄化槽、水道、下水道

課長　西俊行　参事　岡本正行
笹ノ内克巳・岡本有司・湊純生
坂口照幸・西栄二・地靖章
木之下雅行・西秀明・中村正律
木之下篤志

業　務 農林水産課
 3 － 0517

農林水産振興、農業委員会、
鳥獣飼養許可、山砂利採取、
土地改良事業、農村整備、耕地
災害復旧

課長　上地明
湊常彦・今西冨士男・松岡廣吉
上林功・東地正登・崎本正和
仮谷智・赤根義人・櫨山慎也
崎久保友司

業　務

福祉保健課
 3 － 0515

老人福祉、障害者・母子・寡婦・
児童福祉、生活保護、保育所、
遺族支援、介護保険、母子健康、
老人保健、予防接種、栄養指導、
献血

課長　大畑覚
崎久保弘美・山本美代・榎本若典
西勉・下博昌
福祉健康センター所長　西垣戸一夫
間下たみ子・宮澤佳永・下美穂
芝香衣・室谷智子・時田恵美

業　務

会　計　課
 3 － 0523

公金出納、物品管理

課長　中村博文
池本淳

業　務

議会事務局
 3 － 0524

議会、監査委員、公平委員会

課長　北地明則
中垣卓巳

業　務

建　設　課
 3 － 0521

一般土木全般（道路・橋・河川）、
都市計画、建築、土木災害復旧、
地籍調査

課長　南修
福田博夫・城内利夫・西康秀
西廣・池内昌洋・上野嘉浩
西倉啓之

業　務

役場の機構と職員配置図
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尾呂志保育所
 4 － 1049
所長　仲美代
梶家美子

教育委員会
 3 － 0526

学校教育、生涯学習、人権、
男女共同参画、公民館、寺谷
総合公園・スポーツ施設、
文化財、世界遺産登録

課長　中道信也
南州計・清水鎮一・東生
田上孔基・田嶋一成・畑中まさみ
上垣内守雄・岡田成展
学校校務員　畑タミ代・仮谷あき子
山田容子・中道紀子

業　務

阿田和保育園
 2 － 2071

園長（参事）　馬場節子
山本たゑ・和田恵美子・東利恵子
堀三恵・下岡はるみ・古家まゆみ
下田恭子・時田幸子・石垣さとみ

市木保育所
 2 － 2348
所長　西都紀代

森本恵子・新谷さゆり・今西真弓
杉松千恵子・山本好子・垣下征子
中山美陽子・山田幸見・野田敦子
冷水範子

志原保育所
 2 － 0058
所長　梶家洋子

南枝折・大屋睦代・阪口紀美代
西弘子・川畑みさ子

紀南介護保険広域連合
 0597－89－6001
岡田織謙・橋村守裕

神木保育所
 2 － 0163

所長　崎久保とし子
竹田亜紀子・崎本ひとみ

紀南地域振興協議会
 0597－89－6153

参事　中村惠是

東紀州地域活性化
事業推進協議会

 0597－89－6172
端地正尚

熊野市・御浜町・紀和町
任意合併協議会

 0597－88－2277

畑中芳成・仲村和彦・中本勝
鈴木嘉将

平成16年度

　　　　　　 　を
紹介します

新規採用職員
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農林水産課
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税務住民課
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福祉保健課
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樹
※ 5月 1日採用
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平
成
16
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４
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９
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）
等
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組
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の
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に
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あ
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計
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い
て

　

任
意
協
議
会
で
は
、
熊
野
市
・

御
浜
町
・
紀
和
町
の
３
市
町
合
併

に
つ
い
て
法
定
協
議
会
設
置
の
準

備
及
び
、
調
査
研
究
の
た
め
、
次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
法
定
協
議
会
設
置
に
向
け
て
の

準
備
事
業

　

御
浜
町
は
、
今
新
た
な
枠
組
み
で
市
町
村
合
併
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

広
報
み
は
ま
３
月
号
で
折
込
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、「
御
浜
町
・
紀
和
町
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
で
、

紀
和
町
と
の
２
町
合
併
に
向
け
て
の
取
組
み
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
熊
野
市

か
ら
、
１
市
２
町
で
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
紀
和
町
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
と
の
協

議
を
行
い
、
熊
野
市
を
含
め
た
１
市
２
町
で
の
合
併
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
町
の
協
議
会
は
、第
３
回(

３
月
27
日)

の
協
議
を
も
っ
て
終
了
し
、４
月
９
日
に
１
市
２
町
に
よ
る「
熊

野
市
・
御
浜
町
・
紀
和
町
任
意
合
併
協
議
会
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
た
な
枠
組
み
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

会長就任の挨拶を行う下川紀和町長

熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
和
町
任
意
合
併
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

新たな枠組みで再スタート

合併
 通信

協
議
さ
れ
た
議
案
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②
新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
向
け

た
調
査
研
究
事
業

③
住
民
へ
の
情
報
提
供
事
業

④
そ
の
他
市
町
村
合
併
に
関
す
る

情
報
の
収
集
等
必
要
な
事
業

平
成
16
年
度
熊
野
市
・
御
浜

町
・
紀
和
町
任
意
合
併
協
議

会
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

総
額
で
１
８
６
万
１
千
円
を
計

上
し
、
各
市
町
が
均
等
に
62
万

円
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定

要
望
に
つ
い
て

　

熊
野
市
、
御
浜
町
、
紀
和
町
の

１
市
２
町
は
、
合
併
重
点
支
援
地

域
の
指
定
を
受
け
る
た
め
、
三
重

県
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

合
併
重
点
支
援
地
域
と
は
、
合

併
協
議
会
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る

地
域
や
関
係
市
町
村
で
合
併
に
向

け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

地
域
か
ら
都
道
府
県
に
対
し
て
要

請
が
あ
っ
た
地
域
等
に
つ
い
て
都

道
府
県
知
事
が
地
域
指
定
を
行
う

も
の
で
す
。
指
定
を
受
け
た
市
町

村
は
、
国
や
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

人
的
支
援
や
財
政
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
三
重
南
紀
熊

野
支
店
内
に
熊
野
市
・
御
浜
町
・

紀
和
町
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
に
は
、
熊
野
市
か
ら
４

名
、
御
浜
町
か
ら
４
名
、
紀
和
町

か
ら
３
名
、
三
重
県
か
ら
１
名
、

業
務
補
助
員
１
名
の
計
13
名
が

配
置
さ
れ
、
合
併
に
関
す
る
事
務

的
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
和
町
任

　

意
合
併
協
議
会
事
務
局

　

熊
野
市
有
馬
町
１
３
６
８

－

１

　
（
Ｊ
Ａ
三
重
南
紀
熊
野
支
店
内
）

　


０
５
９
７

－

８
８

－

２
２
７
７

　

FAX
０
５
９
７

－

８
９

－

６
６
０
７

■熊野市・御浜町・紀和町任意合併協議会委員（敬称略）

種　別 氏　　　名 備　　　考

１号委員

下 川　 勝 三 紀和町長　（会　長）

河 上　 敢 二 熊野市長　（副会長）

北 裏　 公 教 御浜町長　（副会長）

２号委員

松 山　 秀 夫 熊野市議会議員

前 田 桂 之 助 熊野市議会議員

山 門　 亮 彦 御浜町議会議員

皿 家　 照 夫 御浜町議会議員

岡 本　 寛 三 紀和町議会議員

堀 力 紀和町議会議員

参　与 松 岡　 直 彦 紀南県民局長

熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
和
町
任
意
合
併
協
議
会

事
務
局
を
設
置
し
ま
し
た

■熊野市・御浜町・紀和町任意合併協議会事務局組織図

・新市建設計画に関すること
計画グループ

3 名

・任意協議会の開催に関すること
・任意協議会幹事会に関すること
・任意協議会の出納に関すること
・法定協議会規約等の準備に関すること
・住民に対する情報提供に関すること
・国、県との連絡調整に関すること

・事務事業実態調査に関すること
・事務事業の統合に関すること
・その他調整に関すること

調整グループ
5 名

総務グループ
4 名

事

務

局

長
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SPORTS CLUB
本格スタート!!

み
は
ま
広
報
俳
句
十
六
年
三
月
抄

啓け
い
ち
つ蟄
や　

少
し
は
で
め
の　

服
を
着
て 

須
崎
久
美
子

千
年
の　

刻
の
貫
録　

枯
銀
杏 

榎
本　

楢
代

春
一
や　

帽
子
と
駆
け
っ
こ　

し
て
わ
り
ぬ 

仁
井
田
御
浜
児

ま
ま
ご
と
の　

皿
に
盛
り
た
る　

落お
ち

椿つ
ば
き 

浦　
　

正
枝

紅
梅
の　

し
だ
れ
て
長
き　

花
と
な
る 

西　

す
み
え

ど
ん
底
の　

生
活
も
楽
し　

し
ゃ
ぼ
ん
玉 

日
浦
と
よ
の

居
酒
屋
に　

居
て
春

し
ゅ
ん
し
ゅ
う
愁
の　

よ
ぎ
り
け
り 

堀　
　

一
秀

竹
林
の　

葉
ず
れ
の
中
に　

初は
つ
ね音
聞
く 

山
本　

要
子

早
春
や　

片
側
通
行　

あ
ち
こ
ち
に 

中
西　

水
交

朝
食
は　

手
軽
に
済
ま
す　

花は
な

菜な

漬づ
け 

和
田　

一
潮

立
春
や　

月
は
下
弦
に　

ち
ぎ
れ
雲 

畑
林　

桐
花

今
海
を　

抜
け
出
る
朝
日　

春
の
宿 

桧
作　

豊
子

麦
を
踏
む　

何
事
も
な
く　

今
日
終
わ
る 

向
井　

春
羊

菜
の
花
と　

空
の
青
さ
や　

地
平
線 

真
砂　

笑
子

庭
先
や　

洗
車
の
水
の　

温
む
午
後 

中
村　

幸
子

じ
ぐ
ざ
ぐ
に　

登
る
坂
道　

す
み
れ
草 

岡
本
三
八
重

みはまスポーツクラブ

２月、３月の無料体験期間を終え、４月１日より「みはまスポーツクラブ」が本格スタートしました。
各教室、人数の多少はありますが、お子様からお年寄りまで自分に合ったスポーツをわきあいあい楽
しんでいただいています。
みはまスポーツクラブは、地域住民の健康増進・青少年の健全育成・時代と共に希薄になりつつある
多世代間交流の場の提供などを目的として設立された、会費制による自主運営のスポーツクラブです。
「健康づくりのために何かスポーツを始めたいが何をしたらいいの？」「子どもがスポーツをしたがっ
ているが何が合っているのかな？」といった悩みをお持ちの方も、いろいろなスポーツを気軽に体験す
ることによって、自分にあったスポーツを発見できることでしょう。　
また、「スポーツはしたいけどあまり本格的なのはちょっと･･･」「スポーツはやっているけど、あっ
ちの種目も楽しそうだし体験してみたいな･･･」といった方にも、気軽にいろいろなスポーツが楽しめ
ます。
みはまスポーツクラブでは、引き続き会員を募集しています。だれもが気軽にいろいろなスポーツを
楽しめる「みはまスポーツクラブ」へ、皆様お誘い合わせのうえ、是非入会してください。
各教室の詳しい日程は最終ページのこよみをご覧ください。

区　　　分 年　会　費 スポーツ
安全保険料

個

人

会

員

幼　　　　 児 1,000円 500円

小 中 学 生 2,000円 500円

高 校 生・ 一 般 3,000円 1,500円

６ ０ 歳 以 上 2,000円 800円

ファミリー会員 7,000円 上記のとおり

　＊年会費 ＋ スポーツ安全保険料　が必要になります。

†問い合わせ先†
　みはまスポーツクラブ事務局
　教育委員会生涯学習係　３－０５２６

本格スタート!!
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鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署詐
欺
被
害
に

　
　
　

気
を
つ
け
て
！

警
察
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談

鵜
殿
警
察
署
に

●
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
よ

う
と
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
関
東
の

業
者
に
電
話
し
た
あ
と
、
逆
に

業
者
に
言
わ
れ
る
ま
ま
前
払
い

金
を
振
り
込
ん
だ
が
、
申
し
込

み
し
た
お
金
が
送
ら
れ
て
こ

ず
、
前
払
い
金
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
。

●
携
帯
電
話
に
「
至
急
連
絡
く
だ

さ
い
。」
と
い
う
メ
ー
ル
が
入

っ
た
の
で
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

卑ひ
わ
い猥
な
テ
ー
プ
が
流
れ
、
そ
の

後
「
利
用
し
た
代
金
を
払
え
」

と
い
う
請
求
の
電
話
が
か
か
っ

た
。

●
身
に
覚
え
が
な
い
「
有
料
サ
イ

ト
料
金
請
求
」
や
「
最
終
通
告

と
題
し
た
債
権
回
収
」
の
は
が

き
（
又
は
電
話
や
メ
ー
ル
）
が

届
い
た
。

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

被
害
防
止
の
た
め
に

●
ヤ
ミ
金
融
な
ど
の
「
即
日
融

資
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
に
惑
わ
さ
れ

て
、
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
身
に
覚
え
が
な
い
料
金
請
求
は

が
き
や
メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合

は
、
相
手
に
問
い
合
わ
せ
の
電

話
を
せ
ず
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

●
携
帯
電
話
に
身
に
覚
え
の
な
い

サ
イ
ト
利
用
代
金
の
請
求
が
あ

っ
た
場
合
、
相
手
に
は
携
帯
電

話
番
号
し
か
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
相
手
か
ら
住
所
・
氏

名
・
勤
務
先
な
ど
質
問
さ
れ
て

も
答
え
な
い
で
、
支
払
う
意
思

の
な
い
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
電
話
の
場
合
は
、
毅き

ぜ
ん然
と

し
た
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

　

鵜
殿
警
察
署

　


０
７
３
５
│
３
３
│
０
１
１
０

御浜町では、町民の皆さんと協働してまちづくりを行うため、積極的に情報公開をすすめています。
御浜町の行う情報公開制度は、公文書を開示する公文書開示制度、御浜トークや町政モニターなどの情
報提供、また審議会の公開の３つの柱からなります。
公文書開示制度は、請求に基づき公文書を開示するもので、どなたでも請求が可能です。所定の開示
請求書を総務課へ提出していただければ、原則として、15日以内に開示・非開示の決定がされます。こ
の決定は書面で行われ、開示の場合は日時・場所が、また非開示の場合は、その理由が通知されます。
この決定に対して不服がある方は、行政不服審査法に基づく不服申し立てを行うことができます。なお、
平成 15年度の開示請求件数は、０件でした。
情報提供施策は、10人以上の集会へ職員が説明にうかがう御浜トーク、モニター会議を通じてまちづ
くりに参画していただく町政モニター制度、町長が直接うかがって意見交換する町政懇談会などがあり
ます。その他、区長・自治会長会議の開催や広報みはま、防災行政無線、町公式ホームページなどを通
じて情報の提供に努めています。
審議会の公開は、町条例によって設置が義務付けられている審議会の会議を傍聴していただくもので
す。行政改革推進委員会や防犯委員会など 16の審議会が対象になっています。また、この制度とは別に、
議会や農業委員会などは法律で公開が義務づけられており、誰でも傍聴が可能です。
今後も、個人情報保護に努めながら情報公開とまちづくりを進めていきます。

†問い合わせ先†　総務課調整室　３－０５０５（担当　中
なかむら

村）

情報公開と

まちづくりへの参画
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†
問
い
合
わ
せ
先
†

　

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

　


３

｜

０
５
１
２
（
担
当　

林
は
や
し

）

　税務署に申告した所得や税額が少なかったり、確定申告をしなければならない人が申告をしなかったときには、税務
署長は調査した結果に基づき更正又は決定の処分をします。また、税金が納付されない場合には財産の差し押さえなど
の処分を行います。
　このような処分を受けたことにより、納税者の権利や利益が不当に損なわれることのないように、不服申立制度が設
けられています。
　この不服申立ての手続きには、税務署長に対する「異議申立て」と国税不服審判所長に対する「審査請求」とがあります。

　会社などが毎月の給料やボーナスから所得税を差し引いて税務署へ納付する仕組みのことを「所得税の源泉
徴収制度」といいます。

毎月の源泉徴収
　給与所得者が毎月の給料やボーナスの支払いを受けるときには、健康保険料や厚生年金保険料などの社会保険料を差
し引いた後の給与等の金額に応じて、「給与所得の源泉徴収税額表」によって求めた所得税額が源泉徴収されることに
なっています。
年末調整
　毎月の給料やボーナスが支払われるときに源泉徴収された所得税の１年間の合計額と、その年の給与総額に対する年
税額とは、年の中途で扶養親族の数が変わったり、生命保険料等の控除や配偶者特別控除が毎月の給料やボーナスの源
泉徴収のときには考慮されていないなどの理由により一致しないのが普通です。
　このため、その年の最後の給料やボーナスが支払われるときに、毎月源泉徴収された所得税の合計額と、１年間の給
与総額に対する年税額との過不足額の精算が必要となります。
　この精算手続きは、通常 12月に行われますので、「年末調整」と呼んでいます。大部分の給与所得者は、年末調整に
よってその年の所得税の納税が完了することになりますので、改めて確定申告をする必要はありません。

学
生
納
付
特
例
制
度

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
学
生
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
所
得
が

な
く
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
の
た

め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
学
生
納
付
特

例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
学
生
は

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
で
き
る
の

は
、
①
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
そ
の
他
の
教
育
施
設
等
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
学
生
等
で
あ
っ
て
、
②

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
68
万
円
以

下
で
あ
る
方
で
す
。

夜
間
・
定
時
制
課
程
ま
た
は
通
信
過
程

の
学
生
・
生
徒
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
す
る
に

は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
役
場
税
務
住
民
課
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
は
、
前
年
の
所
得
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
毎
年
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
承
認
を
受
け
る
と

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る
と
、

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納
付

済
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い

て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
し
た
ら
忘
れ

ず
に
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
遅
れ
た
ら

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
の
前
月
か
ら
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
た
場
合
、
承
認

さ
れ
る
前
の
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
け
れ
ば
未
納
期
間
と
な
り
、
そ
の
間

に
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て
も
障
害

基
礎
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
承
認
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
毎
年
５
月
末
ま
で
に
申
請
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

†問い合わせ先†　尾 鷲 税 務 署　0597－22－2222

給与所得者と税

税務署の処分に不服があるとき
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よい睡眠は生活の質を左右しますよい睡眠は生活の質を左右します

No.281

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

５月

睡
眠
は
、
脳
が
休
息
す
る
た
め
に
必
要
な
行

為
で
す
。
よ
い
睡
眠
を
得
る
こ
と
は
、
よ
い
食

事
を
す
る
こ
と
と
同
様
、
人
が
生
き
て
い
く
上

で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

睡
眠
時
間
が
、
人
生
の
３
分
の
１
を
占
め
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
快
適
な
睡
眠
が
そ
の

人
の
生
活
の
質
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
現
代
社
会
の
中
で
は
、
睡
眠

障
害
を
訴
え
る
人
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

大
人
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち
の
睡
眠
不
足
も

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
が
原
因
で
睡
眠
障
害
と
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
中
の
呼
吸
停
止

や
ひ
ど
い
い
び
き
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
病
気

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
医
師
に
相

談
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

快適な睡眠のために

そ
れ
で
は
、
一
般
的
に
快
適
な
睡
眠
を
得
る

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？厚

生
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

快
眠
の
コ
ツ

①
睡
眠
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、成
人
の
場
合
は
、

６
〜
７
時
間
前
後
が
充
足
の
目
安
。
日
中
の

眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
十
分
。

②
就
床
前
４
時
間
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
コ

ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
は
避
け
、
１
時
間
前
に
は
喫
煙

を
し
な
い
。
軽
い
読
書
や
音
楽
、
温
め
の
入

浴
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
。

③
就
寝
時
刻
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
眠
た
く
な
っ
て

か
ら
床
に
つ
く
。
不
眠
だ
と
早
く
床
に
つ
こ

う
と
す
る
が
、
逆
効
果
。

④
前
の
晩
に
何
時
に
寝
よ
う
と
、
起
き
る
時
間

は
一
定
に
。

⑤
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ
、
夜
は
明

る
す
ぎ
な
い
照
明
を
。
起
床
し
て
太
陽
の
光

を
浴
び
る
と
、
そ
れ
か
ら
15
〜
16
時
間
後

に
眠
た
く
な
る
。
朝
、
光
に
よ
る
体
内
時
計

の
リ
セ
ッ
ト
が
行
わ
れ
な
い
と
、
夜
、
寝
付

く
時
刻
が
１
時
間
遅
れ
る
。
ま
た
、
部
屋
を

明
る
く
し
て
寝
る
と
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が

遅
れ
る
。

⑥
規
則
正
し
い
３
度
の
食
事
と
規
則
的
な
運
動

習
慣
は
、
熟
睡
を
促
進
す
る
。

⑦
昼
寝
を
す
る
な
ら
、
昼
食
後
か
ら
午
後
３
時

ま
で
の
20
〜
30
分
。
規
則
正
し
い
昼
寝
は
、

日
中
の
眠
気
を
解
消
す
る
。

⑧
眠
り
が
浅
い
と
き
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
遅

寝
・
早
起
き
し
て
就
床
時
間
を
減
ら
す
。「
８

時
間
眠
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と
こ
だ

わ
ら
な
い
。

⑨
睡
眠
中
の
激
し
い
い
び
き
、
呼
吸
停
止
、
足

の
び
く
つ
き
、
足
の
む
ず
む
ず
感
は
要
注

意
。
医
師
に
相
談
を
。

⑩
十
分
に
眠
っ
て
い
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い

場
合
は
、
医
師
に
相
談
を
。

⑪
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
、
深
い
睡
眠
を
減

ら
し
、
夜
中
に
目
覚
め
る
原
因
に
な
る
。

⑫
睡
眠
薬
は
、
医
師
の
指
示
で
正
し
く
使
え
ば

安
全
。
一
定
時
刻
に
服
用
し
て
就
床
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
併
用
し
な
い
。

大
人
と
同
様
に
子
ど

も
た
ち
も
多
く
の
ス
ト

レ
ス
を
受
け
て
生
活
し

て
い
ま
す
。

手
作
り
料
理
と
野
菜
を

十
分
に

強
い
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
い
る
子
は
、
激
辛

の
ラ
ー
メ
ン
や
ス
ナ
ッ

ク
（
軽
食
）
を
好
む
よ
う
に
な
り
、

野
菜
を
食
べ
な
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
野
菜
に
は
神
経
を
休
め
る
作

用
が
あ
る
の
で
、
緑
黄
色
野
菜
を

十
分
に
食
べ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

夜
更
か
し
を
し
な
い

早
寝
早
起
き
を
し
、
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
十
分
に
分
泌
さ
れ
る
時
間

帯
（
午
後
11
時
〜
午
前
２
時
）
に

は
き
ち
ん
と
睡
眠
を
と
り
、
神
経

を
休
め
ま
し
ょ
う
。

糖
分
の
過
剰
摂
取
を
や
め
る

糖
分
の
過
剰
摂
取
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
身
の
不
調
を
も
た
ら
し
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
清
涼
飲
料

水
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
夏
な
ら
麦
茶
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
、
冬
な
ら
温
め
た
牛
乳
、
お

茶
な
ど
、
健
康
に
良
い
も
の
を
。

子どものストレスを
防ぐには
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このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで
24時間、同内容のテープが
流れます。
（祝日は前日のテープ）

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

月

火

水

木
金
土
日

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
17
日
〜
23
日

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
・
県
・

市
町
村
や
特
殊
法
人
等
の
業
務
全

般
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご

意
見
や
苦
情
・
ご
要
望
を
お
聞
き

し
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
関

係
行
政
機
関
等
に
必
要
な
あ
っ
せ

ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
実
現
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
行
政
運
営
の
改
善
を
図

る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度
を
皆
さ

ん
に
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

５
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
を
「
春
の
行
政
相
談

週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で
様
々

な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
御
浜

町
で
も
次
の
と
お
り
「
行
政
相
談

●
軽
自
動
車
の
減
免

　

心
身
障
害
の
程
度
が
、
一
定
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
軽
自
動
車

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申

請
さ
れ
る
場
合
は
、
納
付
書
が
届

き
ま
し
た
ら
、
次
の
も
の
を
用
意

し
、
５
月
24
日
（
月
）
ま
で
に

税
務
住
民
課
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
普
通
自
動
車
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。（
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。）

〔
用
意
す
る
も
の
〕

・
印
鑑

・
軽
自
動
車
税
の
納
付
書　

・
運
転
免
許
証
（
本
人
ま
た
は

　

家
族
・
介
護
者
分
）　

・
身
体
障
害
者
手
帳　

・
車
検
証

●
軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、年
金
・

保
険
・
税
金
・
登
記
・
道
路
・
福

祉
な
ど
、
役
場
の
仕
事
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
り
ご

と
を
お
抱
え
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、無
料
・
予
約
不
要
（
当

日
先
着
順
受
付
）
で
、
相
談
者
の

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

【
日
時
】　

５
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

【
場
所
】　

役
場
１
階
相
談
室

　

な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方

は
、
次
の
と
こ
ろ
で
い
つ
で
も
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

上
ミ
地
祥よ

し
ひ
ろ浩

氏

（
志
原
１
７
２
８
番
地
２　


２

─

２
９
３
８
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

たばこをどうしたら
止められるか？

糖尿病の発見と治療

白内障と眼内レンズ

円形脱毛症

キシリトール

5月のテーマ

す
。
売
買
・
譲
渡
が
行
わ
れ
た
場

合
は
す
み
や
か
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
原
付
二
輪
・
小
型
特
殊
車

　

役
場
窓
口

◎
軽
自
動
車
・
二
輪
車
等

　

紀
南
自
家
用
自
動
車
協
会

　
（
ピ
ネ
１
階
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
並
び
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
賦
課
係


３
│
０
５
１
０
（
担
当　

奥お
く
だ田
）

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

５
月
は
、
固
定
資
産
税
第
１
期

お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
納
期
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

電話番号案内

役場総務課  3－0505

尾呂志支所  4－1001

神志山連絡所  2－0001

町民サービスセンター  2－2004

中央公民館  2－3151

福祉健康センター  2－3811

給食センター  2－4690

消防御浜分署  2－4731

『広報みはま』は、御浜
町公式ホームページでも
ご覧いただくことができ
ます。

御浜町公式ホームページ

　http://www.town.
　　　　mihama.mie.jp/ 
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町図書館だより 新書のお知らせ

天の瞳
あすなろ編Ⅱ

灰谷健次郎　著

新刊案内（中央公民館）

＊折り込みの「御浜町防災マップ」について
　今月号に折り込みさせていただきました「防災マップ」は、地
域住民の皆様方に、「今」心配されている地震への防災活動に対す
る意識の高揚を図ることを目的とし、作成したものです。
　「防災」にとって最も大切で必要なこと、それは、自らの身の安
全は、自らが守るといった『自助』の部分と、自らの地域は、皆
で守る『共助』といった、地域での支え合いであると言われてお
ります。
　まず、家庭の中で、日頃からの
備えについて話し合い、その輪を
地域（＊自主防災組織）の中へと
広げていただくことであります。
　そのためにも、ぜひ、この「防
災マップ」を有効にご活用いただ
きますよう、お願いします。

※この「防災マップ」については、
大切に保管していただきますよ
う、重ねてお願いいたします。

†問い合わせ先†
総務課行政係　３－０５０５

平
成
16
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

●
尾
鷲
会
場

５
月
18
日
（
火
）

県
尾
鷲
庁
舎
第
３
０
１
会
議
室

●
津
会
場

10
月
12
日
（
火
）

県
津
庁
舎
第
66
会
議
室

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
・
午
後
1
時
〜
2
時

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
保
護
チ
ー
ム


０
５
９
│
２
２
４
│
２
９
９
９

教
育
委
員
会
（
中
央
公
民
館
）


２
│
３
１
５
１
（
担
当　

清し
み
ず水
）

る
。

「
あ
ん
た
の
い
う
通
り
か
も
し
れ

ん
。
こ
の
世
に
差
別
と
い
う
も
の

が
す
っ
か
り
な
く
な
ら
ん
限
り
、

何
か
に
つ
け
、
い
つ
も
、
そ
の
こ

と
を
考
え
る
機
会
を
残
し
て
お
く

と
い
う
の
は
一
理
や
。　

　

問
題
が
あ
る
の
に
表
向
き
だ

け
、
最
も
ら
し
く
装
う
の
は
偽
善

や
も
ん
な
あ
」

「
は
い
」
と
水
辺
さ
ん
は
う
な
ず

い
た
。　
　
　
　
　
（
本
文
よ
り
）

「
庵
心
さ
ん
。
今
、
障
害
っ
て
い

う
言
葉
は
嫌
だ
ね
え
、
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　

心
あ
る
人
は
、
こ
の
言
葉
に
抵

抗
を
感
じ
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ

は
、
そ
の
人
の
気
持
ち
の
負
担
に

も
な
っ
て
い
ま
す
ね
」

「
う
ん
。
ま
、
そ
う
だ
ね
」

「
わ
た
し
、
多
く
の
人
に
、
そ
の

負
担
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
も
思
っ

て
い
る
の
」

「
・
・
・
・
・
」

「
そ
う
し
て
、
障
害
を
も
つ
人
の
悩

み
や
苦
し
み
を
、
い
く
ら
か
で
も

共
に
背
負
っ
て
く
れ
た
ら
な
っ
て
」

　

庵
心
藤
子
は
小
さ
く
「
う
ー

ん
」
と
唸う

な

っ
た
。

「
言
葉
だ
け
き
れ
い
に
な
っ
て
抵

抗
感
が
な
く
な
っ
て
も
、
障
害
者

へ
の
差
別
が
そ
の
ま
ま
だ
と
、
か

え
っ
て
事
態
は
悪
く
な
る
と
思
い

ま
せ
ん
？
」

「
な
る
ほ
ど
な
ァ
」

　

庵
心
藤
子
は
深
刻
な
顔
に
な

冬のソナタ キム・ウニ　著

私のきもの生活 藤間　紀子　著

仇花 諸田　玲子　著

大名の日本地図 中嶋　繁雄　著

固
定
資
産
税
の
縦
覧
実
施
中

　

固
定
資
産
税
の
課
税
資
料
の
縦

覧
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
固
定
資
産
税
の
縦
覧
」
と
は
、

自
分
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
課
税
内
容
を
確
認
し
、
課
税
に

誤
り
等
が
な
い
か
、
納
税
者
本
人

が
関
係
帳
簿
を
見
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
縦
覧
で
は
、
自
分

の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外
の
分

も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
場
所
は
税
務
住
民
課
で
、

期
間
は
５
月
31
日
（
月
）
ま
で

の
役
場
執
務
時
間
内
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
賦
課
係


３
│
０
５
１
０
（
担
当　

下し
も
か
わ川
）

狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
会

受
講
者
募
集

【
開
催
日
時
】
６
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　

 

午
前
９
時
10
分
〜

【
開
催
場
所
】
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内　

文
化
会
館　

大
会

議
室

【
受
講
料
】
１
万
５
千
円

【
対
象
者
】
20
歳
以
上

【
申
し
込
み
】
三
重
県
猟
友
会
紀

南
支
部（
熊
野
市
役
所
農
林
水
産

商
工
課
内
）
※
〆
切
‥ 

6
月
11
日


０
５
９
７
│
８
５
│
４
８
７
０

※
狩
猟
免
許
試
験
は
、
７
月
６
日

（
第
１
回
）、
７
月
25
日
（
第
２

回
）
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

農
林
水
産
課
振
興
係


３
│
０
５
１
７
（
担
当 

崎さ
き
く
ぼ

久
保
）
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向こう側向こう側

消防鍵
かぎ

引渡し式
　阿田和分団第２班に、小型動力ポンプ付積載車

が新しく配備され、鍵引渡し式が行われました。

3/22

春の全国交通安全運動
街頭キャンペーン

　ピネ前国道 42 号で、南牟婁郡交通安全協

議会役員らが運転者に対し、啓発物品を配布

して全安全運転を呼びかけました。

4/6

総会に出席した会員

町長から消防団長に鍵が渡されました。

運転者に啓発物品を配布

平成16年度 御浜町女性連絡協議会総会4/9
　総会では、平成 15 年度の事業・決算報告

と、平成 16 年度の事業計画・予算の審議、

新旧役員の挨拶等が行われました。

平
成
16
年
度
会
長
の

東
地　

聖と

き紀
子
さ
ん（
市
木
女
性
の
会
）

新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
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自転車教室
　尾呂志学園において、小学生を対象に自転車

教室が開催されました。実技試験と学科試験が

実施され、子どもたちは正しい自転車の乗り方

を身につけました。また、試験合格者には『自

転車運転約束免許証』が渡されました。

4/15

正しい横断歩道の渡り方を教わる児童

ジグザグ運転もみんな合格！

一人ひとりに配られた自転車免許証

3DAY
サイクルロード熊野

　毎年開催される「サイクルロード熊野」も

今年で第６回を数えます。地元ボランティアの

方々や沿道の観客もいちだんと数を増し、力走

する選手たちに温かい声援を送りました。

4/17

猛スピードで走り抜ける選手たち

神木保育所の小さな応援団
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

ボランティアの窓
サ ン ク ス

　体操ボランティアグループ「サンクス」は、社協のサテライトサ

ービスや老人クラブの運動会等でリズム体操を教えています。メ

ンバーは８人。平成10年10月、当時会費制で開催していた体操教

室に集まった主婦３人から、体操でボランティアをしたいという

話が持ち上がり、「サンクス」を発足させました。

　活動は、「いつも楽しくいきいきと」をモットーに、町内の団体

や学校からの依頼を受け、そこへ出向いてリズム体操やストレッ

チ体操の指導を行います。「自分らの健康を管理して、皆さんの

健康にも役立ちたい」という思いから、町内に限らず、町外の要

請も受け付けているとの

ことでした。

　ちなみに、サンクスとい

う名前は、「感謝」という意

味と「太陽（サン）がクスッ

と笑う」という意味がある

そうです。

●ボランティアに関するお問い合わせは、
　御浜町ボランティアセンター
　（福祉健康センター内）
　 ２－３８１３　Fax ２－３８１２

9

谷口 智行さん（阿田和）が

朝日俳句新人賞 準賞に選ばれました

新
人
賞
の
該
当
は
な
く
、

  

準
賞
受
賞
は
全
国
で
2
人

阿
田
和
で
開
業
医
を
営
む
谷
口

智
行
さ
ん
が
、
こ
の
度
、
第
７
回

朝
日
俳
句
新
人
賞
準
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
同
賞
は
50
歳
以
下
の
若

手
が
対
象
で
、
今
回
は
新
人
賞
の

該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
に
次
ぐ
準
賞
に
全
１
３
２
篇

の
応
募
の
中
か
ら
、
谷
口
さ
ん
の

「
熊
野
｜
山
中
句
抄
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

谷
口
さ
ん
は
現
在
、「
熊
野
大

学
俳
句
部
」「
運
河
」
の
２
つ
の

句
会
に
在
籍
し
て
お
り
、
毎
月
第

２
・
第
３
日
曜
に
新
宮
市
の
阿
須

賀
神
社
社
務
所
で
句
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

受
賞
の
喜
び
を
う
か
が
う
と
、

「
こ
の
地
方
に
は
俳
句
の
上
手
な

人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
こ
ん

な
賞
を
い
た
だ
い
て
恥
ず
か
し
い

思
い
で
す
。」
と
謙
虚
に
受
け
止

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
俳
句
は
、『
初
心
者
歓

迎
』『
誰
で
も
で
き
る
』『
ほ
か
の

趣
味
が
あ
っ
て
も
で
き
る
身
に
添

う
文
芸
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
、
若
い
人
た
ち
に
も
俳
句
に
親

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
興
味
の
あ

る
方
は
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
、

呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。谷

口
さ
ん
の
受
賞
作

「
熊
野
｜
山
中
句
抄
」

は
、
四
季
折
々
の
熊
野

を
詠
ん
だ
50
句
か
ら
な

っ
て
お
り
、『
俳
句
朝

日
５
月
号
』
に
選
考
経

過
も
含
め
て
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。



1617

  市　木 



西川　秀
ひでとも

宝く
ん

秀大さ
ん・亜衣さ

ん

  阿田和 



赤﨑　聡
そうた

太く
ん

裕一郎さ
ん・朋子さ

ん

髙橋　幸
こうき

暉く
ん

正和さ
ん・豊美さ

ん

世古　凛
りんな

那ちゃん

聡さ
ん・美香さ

ん

  神志山 



（平成16年２月１日～　　
29日届出分）

つ
い
最
近
ま
で
コ
タ
ツ
か
ら

出
ら
れ
な
い
生
活
を
し
て

い
た
か
と
思
う
と
、
い
つ
の
ま
に

か
半
袖
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
桜
を
楽
し

む
時
期
を
一
瞬
で
通
り
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
▼
よ
く
、
１

月
を
「
行
く
」、
２
月
を
「
逃
げ

る
」、
３
月
を
「
去
る
」
と
、
月

日
が
早
く
過
ぎ
去
っ
て
い
く
様
を

例
え
ま
す
が
、
４
月
は
年
度
始
め

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
ち
だ
ん

と
時
間
の
経
過
が
早
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
例
え
る
な
ら
「
疾
走
す

る
」
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か

▼
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
わ
り
と
休
み
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。「
娯
楽
」
と
「
ゴ

ロ
ゴ
ロ
」
を
満
喫
し
、
充
実
し
た

５
月
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

人  口 10,194人 （－40人）

　  男 04,756人 （－35人）

　  女 05,438人 （－ 5   人）

世帯数 4,294戸 （－14戸）

　鶏肉は筋を除いて、食べやすい大

きさにそぎ切りにし、こしょうを

ふる。

　衣の材料を混ぜ合わせる。

　ささみに衣をつけて油で揚げ、レ

タス、いちごと一緒に皿に盛る。

　の材料を鍋に入れて煮立て、水

溶きの片栗粉を加えてとろみをつ

ける。

　ささみに (4) のあんをかけ、ねぎを

散らす。

ささみの衣揚げ
レモンあんかけ

カルシウムアップ料理教室

材　料（１人分）

ささみ………………… 1.5 本

粗びきこしょう……… 少々

　だし汁……………… 25cc

　しょうゆ………大さじ 1/4

　砂糖……………大さじ 1/4

　レモン汁…………1/4 個分

片栗粉………… 小さじ１/2
御浜町食生活改善推進協議会

4月１日現在の人の動き

作 り 方

　とき卵………………1/4 個

　牛乳………… 大さじ２強

　小麦粉……………… 12ｇ

揚げ油………………… 適量

ねぎの小口切り……… 少々

レタス………………… 20ｇ

いちご……………………2個

衣

男女共同参画フォーラム
～みえの男

ひ と

女 2004～
【開 催 日】５月29日（土）、30日（日）

【開催場所】三重県総合文化センター　フレンテみえ 他

　　　　　（津市一身田上津部田1234番地）

　＊入場無料、要約筆記あり（基調講演・シンポジウム）

　＊託児あり（０歳～就学前　託児料1000円）

【内　　容】

　29日（土）

　　・オープニングイベント　・ワークショップ

　30日（日）

　　・分科会

　　・基調講演

　　　　テーマ　「年金」　

　　　　講　師　高山憲之さん（一橋大学経済研究所教授）

　　・シンポジウム

　＊29（土）のワークショップには、熊野生活創造圏男女

　　共同参画リーディング委員会のメンバーが参加します。

　＊２日間にわたって活動展示もあります。

†問い合わせ・申し込み先†
　フレンテみえ　０５９－２３３－１１３０
　教育委員会　３－０５２６（担当　畑

はたな か

中）



平成16年度 参加者募集
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赤字…ごみ関係　　青字…福祉健康センター関係　　緑字…みはまスポーツクラブ関係

18 火

金物資源及び金物・プラスチックごみ収集日
（市木・神志山地区）

健康相談　9:30 ～ 10:30　片川公民館
11:00 ～ 12:00　下地集会所

13:30 ～ 14:30　西原集会所

19 水

行政・人権・心配ごと相談　9:00～ 12:00　役場１階会議室

男性料理教室（予約制）　9:30 ～ 12:30　福祉健康センター

水中運動教室 2班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

ゴルフ教室　19:00 ～ 21:00　Ｌ（エル）

20 木

ビン類資源・プラスチック資源・ビン類ごみ収集日
（阿田和・尾呂志地区）

子育て相談　9:30 ～ 11:30　福祉健康センター

こどもの広場（自主活動）　9:30 ～ 11:30　福祉健康センター

ソフトテニス教室　19:00 ～ 21:00　阿田和小学校

21 金
たまご広場　19:00 ～ 20:30　福祉健康センター

生命の貯蓄体操　13:30 ～ 15:00　福祉健康センター

太極拳教室　19:00 ～ 20:30　志原公民館

22 土

図書貸出　13:00 ～ 16:00　

神木・志原・上市木・下市木・尾呂志各公民館

卓球教室　14:00 ～ 16:00　阿田和中学校

ソフトボール教室　14:00 ～ 16:00　御浜小学校

23 日

24 月
こどもの広場（自主活動）　9:30～ 11:30　福祉健康センター

バレーボール教室　17:00 ～ 19:00　体育センター

25 火

ビン類資源・プラスチック資源・ビン類ごみ収集日

（市木・神志山地区）

乳児健診　受付 13:30 ～ 14:00　紀南病院（小児科外来）

26 水
生命の貯蓄体操　13:30 ～ 15:00　福祉健康センター

水中運動教室 3班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

ゴルフ教室　19:00 ～ 21:00　ミハマＧＧ

27 木
１歳６ヶ月児健診　受付 13:00 ～ 13:30　紀南病院すこやかルーム

こどもの広場（自主活動）　9:30～ 11:30　福祉健康センター

ソフトテニス教室　19:00 ～ 21:00　阿田和小学校

28 金
太極拳教室　19:00 ～ 20:30　志原公民館

エアロビクス教室　19:30 ～ 20:30　福祉健康センター

29 土
図書貸出　13:00 ～ 16:00　

神木・志原・上市木・下市木・尾呂志各公民館

卓球教室　14:00 ～ 16:00　阿田和中学校

30 日

31 月 こどもの広場　9:30～ 11:30　福祉健康センター

1 土
図書貸出　13:00 ～ 16:00　　

神木・志原・上市木・下市木・尾呂志各公民館

2 日

3 月 ●憲法記念日●

4 火 ●国民の休日●

5 水 ●こどもの日●

6 木
資源紙・衣類等収集日（阿田和・尾呂志地区）

こどもの広場（自主活動）　9:30～11:30　福祉健康センター

ソフトテニス教室　19:00 ～ 21:00　阿田和小学校

7 金
水中運動教室 3班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

太極拳教室　19:00 ～ 20:30　志原公民館

8 土

くまの木て海て市場　「道の駅」パーク七里御浜

図書貸出　13:00 ～ 16:00　
神木・志原・上市木・下市木・尾呂志各公民館

卓球教室　14:00 ～ 16:00　阿田和中学校

バスケットボール教室　14:00 ～ 16:00　体育センター

エアロビクス教室（有料託児付）　14:30 ～ 15:30　志原公民館

9 日

10 月
こどもの広場（自主活動）　9:30～ 11:30　福祉健康センター

水中運動教室 1班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

バレーボール教室　17:00 ～ 19:00　体育センター

11 火
金物資源及び金物・プラスチックごみ収集日（阿田和・尾呂志地区）

鵜殿地区交通安全協会総会　中央公民館

グラウンドゴルフ教室　9:00～ 11:00　紀南清掃センター

12 水

年金相談　10:00 ～ 14:00　役場 1階会議室

ありんこ広場　9:30 ～ 11:30　福祉健康センター

水中運動教室 2班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

ゴルフ教室　19:00 ～ 21:00　ミハマＧＧ

13 木

資源紙・衣類等収集日（市木・神志山地区）

こどもの広場　9:30 ～ 11:30　
サンバーンビーチ（雨天の場合：福祉健康センター）

ソフトテニス教室　19:00 ～ 21:00　阿田和小学校

14 金
たまご広場　13:30 ～ 15:30　福祉健康センター

太極拳教室　19:00 ～ 20:30　志原公民館

15 土

図書貸出　13:00 ～ 16:00
神木・志原・上市木・下市木・尾呂志各公民館

卓球教室　14:00 ～ 16:00　阿田和中学校

サッカー教室　14:00 ～ 16:00　御浜小学校

16 日
胃がん・乳がん・子宮がん・骨密度検診（予約制）　福祉健康センター

グラウンドゴルフ教室　13:30 ～ 15:30　サンバーンビーチ

17 月

こどもの広場（自主活動）　9:30 ～ 11:30　福祉健康センター

健康相談　9:30 ～ 10:30　引作集会所
13:30 ～ 15:00　福祉健康センター

水中運動教室 1班（予約制）　12:30 集合　福祉健康センター

バレーボール教室　17:00 ～ 19:00　体育センター




